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〔研究室紹介〕
食料環境政策学科「フードシステム論研究室｣
Food System
大 江 徹 男
Tetsuo OHE
フードシステム論は，「農」と「食」の問題を一体
として捉えるところにその特徴を有しています。生産
現場から流通，消費までを連続する有機体とみなし，
各部門における実態について他の部門との関係性，影
響，対立，等を考慮しながら解明することを主眼とし
ています。実際には，マーケティングや流通の基礎的
知識を学習して，実際の調査等に活用しています。
本研究室では，3 年次で輪読とフィールド調査実習
の予備調査及び本調査を通して，国内における現在の
状況と抱える問題や課題について十分な知識を吸収す
るとともに，最終的には調査結果を論文としてまと
め，外部の論文コンテストに投稿しています。同時
に，卒業論文を執筆するための訓練としても位置付け
ています。
卒業論文については，大学における集大成と位置付
けて，4 年間の勉学の成果を盛り込めるように，3 年
次での論文執筆の経験をベースに主体性を重視しなが
ら，独創的な論文の作成を奨励しています。
なお，3 年次のフィールド調査実習の論文及び卒論
の作成過程で重視しているのがゼミ生全員による討議
です。他人の論文に対して積極的に建設的意見を出し
て，より良き作品を一緒に作り上げるというプロセス
を大事にしています。このような共同作業の経験を得
ることによって，社会人としての必要な能力を身につ
けることできると考えています。
. 文献調査
最初にマーケティングの基礎的知識を習得するため
に，「マーケティング戦略」を輪読します。次に，「食」
の生産と流通，消費者の抱える問題について，個別具
体的なテーマについて体系的に読み込みます。特にブ
ランド戦略に焦点を当て，「農産物地域ブランド化戦
略」や「デュアル・ブランド戦略（PB と NB ブラン
ド戦略）」を，さらに外食産業（「マクドナルド失敗の
本質」）と小売業についても（「セブン－イレブン終わ
りなき革新」）を輪読しています。
. フィールド調査実習
フィールド調査実習の最終的な目的は，外部論文コ
ンテストへの投稿と報告書の作成です。全員が全ての
調査プログラムに参加して，全員で分担執筆をしま
す。なお，毎年，調査対象となる品目を特定していま
す。2015年度は牛乳・乳製品で，2016年度は果実・
果実加工品を予定しています。
フィールド調査実習は 3 段階で構成されていま
す。最初に，輪読の時間を活用して基本的な資料や文
献を読み込んで調査のプランを作成，発表してもらい
ます。次に，予備的調査を実施します。2015年の調
査では，全酪連やタカナシ乳業の牛乳工場，東毛酪農
協同組合（群馬），磯沼ファーム（八王子）を訪問し
ました。予備調査後に本調査を実施します。2015年
度は関西において先進的な事業を展開している 3 つ
の牧場（弓削牧場（神戸），池田牧場（滋賀），クロー
バー牧場（京都市））を訪問しました。
本調査終了後，調査結果を整理し，2 回中間報告を
行います。投稿論文を作成するという前提で，具体的
なテーマの設定と構成，盛り込むべき調査内容につい
て検討をします。
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. 卒論
卒論作成に際しては，独創性を必須とし，実際に自
身で調査することを前提としています。全員の論文を
対象に数回の検討会を実施し，徹底的に議論した上で
執筆を行っています。テーマは「農」と「食」に関連
するものに限定します。
卒論の調査については，ゼミ生全員参加の討議にお
いて必要であると認められた場合に実施することにな
ります。遠隔地の調査については事前の調査計画書の
提出を義務付けていますが，基本的には十分な安全を
確保したうえで，奨励しています。
. 今後の予定
今後については，フィールド調査実習から投稿論文
作成までのプロセスを充実させて，3 年次の投稿論文
はもちろんですが，卒論のレベルの引き上げを目指し
ます。
